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論 文 題 目： Formation of Solid Solutions beyond Solubility Limits in Perovskite-type 

Oxides by ‘Sputter-Anneal’ Method 

（ペロブスカイト型酸化物におけるスパッタ-アニール法による固溶

限界を超えた固溶体の形成） 

 

論文の概要及び判定理由 

 ペロブスカイト型酸化物は誘電材料や磁性材料，触媒として広く利用されている物質系

であり，実用に際しては，一般に，複数の酸化物を固溶させて物性の制御，特性の向上が

図られ，固溶体として用いられている。しかし，多くの場合，固溶組成には限界があり，

固溶限界を超えた組成領域では相分離が生じ，混合物しか得ることができない。本学位論

文は，ペロブスカイト型酸化物のスパッタリングによる室温基板上への成膜において形成

されるアモルファス薄膜中では，構成イオンが均一に分散していることから，その結晶化

により広い組成領域で固溶体が得られる可能性に着目し， (Ba,Ca)TiO3 系さらに

(Ba,Ca)ZrO3 系においてスパッタリングによりアモルファス薄膜試料を形成し，従来の固

相反応法に比べて低温の穏やかな条件で結晶化させることにより，これまでに例のない全

Ca 組成領域で固溶体試料が生成することを報告している。さらに，得られた固溶体試料の

誘電率における Ca 組成依存性を明らかにし，これら固溶体の誘電特性を支配する因子に

ついて，新たな知見を得ている。                           

 以上，本論文は，ペロブスカイト型酸化物の固溶体形成に，「スパッタ-アニール法」の

新たな手法を提案し，本手法の固溶組成領域の拡大における有効性を実証したものであり，

博士（理工学）の学位に値するものと判定した。                    
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